
審査基準表 

（デジタル・イノベーションフィールド構築事業業務委託） 

 

審査項目 審査内容 配点 

全体構成 

本事業の趣旨を理解した上で、実効性のあるプログラム構成となっているか。 １０ 

実施するプログラムは、それぞれに工夫がなされ、事業効果が期待できる内容となって

いるか。 
１０ 

プログラムの実施スケジュールは適切か。 ５ 

効果的な 
事業の実施 

本事業に参加する県内企業を募集するにあたり、県内企業が本事業に対する具体的イメ
ージを想定しやすいよう、事業の活用例を提案するなど、募集方法の工夫に対するアイ
デアやアドバイスがあるか。 

１０ 

より多くの ICT企業が応募しやすいよう、また、県内企業のニーズに沿った応募となる
よう、どのように県内企業の課題やリソースを整理するか。 

１０ 

ICT 企業の公募にあたり、多くの ICT 企業から応募があるよう、募集方法の工夫等ある
か。 

１０ 

ICT 企業から提案のあった内容をビジネスプランとして仕上げるまでに、どのような支
援を行うか。 

１０ 

実施体制等 
の妥当性 

責任者の配置や担当者の配置など、事業の運営体制は適切か。 ５ 

実績 

過去に他の自治体から類似の事業を受託した実績があるか。 ５ 

過去に他の自治体から類似の事業を受託している場合、ICT 企業からの応募やマッチン
グの件数が多いなど、成果のある取組となっているか。 

１０ 

自治体以外の民間企業でのマッチングにおいて、多くの実績を有するなど、本事業の実
施や成果の創出につながるノウハウやネットワークを有しているか。 

１０ 

費用対効果 見積書の積算は適切か。また、経費の節減が図られているか。 ５ 

合計 １００ 

 

【審査方法】 

(1) 委員は、各項目について審査を行い、採点する。 

(2) 全ての委員の点数を集計する。 

(3) 集計の結果、各項目において委員の合計点数が全ての項目で６割以上の参加者の中で、委員の全

体の合計点数が最も高い参加者を受託候補者として選定する。なお、全体の合計点数が同点の場合

は、委員全員の協議により選定する。 

(4) 各項目において委員の合計点数が全ての項目で６割以上となった参加者がいない場合は、受託候

補者を選定しない。 

(5) 参加者が１者だけの場合、各項目において委員の合計点数が全ての項目で６割以上となったとき、

その参加者を受託候補者として選定する。 

 

【評価基準（５段階）】※５段階以外の場合は、本基準をベースに採点する。 

５ 標準より非常に優れた提案 

４ 標準より優れた提案 

３ 標準的な提案 

２ 標準よりやや劣る提案 

１ 標準より劣る提案 


